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（電子提供措置開始日　　2026年９月４日）
株　主　各　位

東 京 都 中 央 区 銀 座 二 丁 目 1 1 番 ８ 号
株式会社アソインターナショナル

代表取締役社長 阿 曽 　 敏 正

【当社ウェブサイト】
https://www.aso-inter.co.jp/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第39回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第39回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し
あげます。なお、当社は定時株主総会前の2026年９月24日（木曜日）に有価証券
報告書を開示予定しております。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につい
て電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに掲載しておりますので、
いずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「IR情報」「株式について」「株主総会」を
順に選択いただき、ご確認ください。）

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「アソインターナショナ
ル」又は「コード」に当社証券コード「9340」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類／PR情
報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知／株主総会資料」欄よりご確認くだ
さい。）

　なお、当日ご出席されない場合は、書面（郵送）によって議決権を行使することができますので、
お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行
使書用紙に賛否をご表示いただき、2026年９月24日（木曜日）午後６時までに到着するようご送付
いただきたくお願い申しあげます。

敬　具
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１．日 時 2026年９月25日（金曜日）午前10時（受付開始　午前９時30分）
２．場 所 東京都中央区日本橋蛎殻町２-１-１（東京メトロ半蔵門線水天宮前駅直結）

ロイヤルパークホテル東京日本橋　有明の間
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第39期（2025年７月１日から2026年６月30日まで）事業報告、連結計算書

類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２. 第39期（2025年７月１日から2026年６月30日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役４名選任の件
第３号議案 監査役３名選任の件

 

記

４．招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
（１）書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の

表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
（２）代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方１名を代理人として

株主総会にご出席いただけます。ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となりますの
でご了承ください。

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申
しあげます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、その
旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。
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(2025年７月１日から
2026年６月30日まで)

第39期　事　 業　 報　 告

１. 企業集団の現況に関する事項
（１） 事業の経過及び成果

　当連結会計年度における我が国経済は、企業収益の改善や雇用・所得環境の向上及びインバ
ウンド需要の拡大を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、長期化するウクライ
ナ情勢や中東情勢の緊迫化などの地政学的リスクに加え、物価高、為替変動等の影響により、
先行きは依然として警戒が必要で不透明な状況が続いております。
　歯科矯正業界におきましては、審美・美容を目的とした歯科矯正治療へのニーズは引き続き
拡大傾向にあり、マウスピース型矯正装置をはじめとしたアライナー型矯正装置の普及が加速
しております。一方で、矯正歯科技工物の製造に係る材料費や人件費の高騰、円安による輸入
コスト上昇など事業コストは依然高止まりしており厳しい環境で推移いたしました。
　このような事業環境のもと、当社グループは既存取引歯科医療機関との関係深化及び受注拡
大に注力いたしました。長年の取引実績を有する歯科医院・歯科大学附属病院等に対して、治
療ステージに応じた多様な矯正歯科技工物を継続的に提供するとともに、デジタル商材（口腔
内スキャナー対応製品・3Dプリンター造形品等）の提案強化により、取引先１医院あたりの
受注単価向上と売上規模拡大を実現しました。
　コスト面につきましては、歯科技工士等の技術人材に係る人件費の増加、原材料費の高水準
推移に加え、円安の進行による海外仕入コストの上昇が利益を圧迫する要因となりました。し
かしながら、生産効率の継続的な改善および高付加価値製品の受注拡大による収益性の向上、
ならびに既存顧客との取引深耕を通じた売上規模の拡大により、これらコスト増加要因を吸収
し、営業利益・経常利益ともに前年を上回る結果となりました。
　また、当社グループでは、2024年９月27日に策定いたしました「中期経営計画
2025-2028」に基づき、当連結会計年度は計画の２年目として、海外展開におきましてアメ
リカの大学及び有力歯科医院の新規開拓を加速させ、オランダ歯科技工所と業務提携しヨーロ
ッパ市場へ進出のための基盤を整えました。加えて、海外製作拠点の人員拡充等の製造キャパ
シティの更なる拡大を進めてまいりました。
　以上の結果、当連結会計年度における経営成績は売上高4,166,118千円（前期比9.7％
増）、営業利益723,465千円（前期比9.9％増）、経常利益734,630千円（前期比16.3％
増）、親会社株主に帰属する当期純利益518,610千円（前期比18.2％増）となり、増収増益
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となりました。
　なお、当社グループの事業は、単一のセグメントであるため、セグメント別の記載を省略し
ています。

（２） 設備投資の状況
　当連結会計年度に実施した設備投資（有形固定資産及び無形固定資産）の総額は36,280千
円であります。

（３） 資金調達の状況
　該当事項はありません。

（４） 対処すべき課題
　当社グループの優先的に対処すべき事業上の課題は以下のとおりであります。なお、財務上の
課題については、当社グループにおいて内部留保が十分確保されており、また借入等による機動
的な資金調達も可能であることから、特段の課題事項はありません。

①優秀な人材の確保と育成
　今後の事業拡大や継続的な成長を目指すにあたって、優秀な人材の確保や育成は必要不可欠で
あると考えております。特に歯科技工士の確保と育成は今後の当社グループの安定的な成長にと
って欠かせないものとなっております。そのため、当社グループではデジタル化による作業工程
の効率化と短期間での基礎技術習得を目的とした歯科技工士育成プログラムにより、生産性の向
上と高いレベルでの業務標準化を推進しているほか、能力開発に向けた研修制度の充実にも努め
ております。今後はキャリア断絶を防止するための休暇制度や勤務時間の自由度を高めていき、
ワークライフバランスを推進することで、歯科技工士の確保・育成に努めてまいります。
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②内部統制の強化とコーポレート・ガバナンス
　当社グループは、株主をはじめ顧客、従業員、地域社会といった様々な利害関係者への社会的
責任を果たすため、意思決定プロセスにおける透明性の確保や迅速化など経営の効率性を高める
と同時に、業務執行における内部統制機能の充実を図ることがコーポレート・ガバナンスの基本
となり、経営上重要な課題と考えております。そのため、取締役の監督責任の明確化、コンプラ
イアンス体制の強化、迅速かつ正確な情報開示の充実に努め、コーポレート・ガバナンスを強化
してまいります。

③グローバル展開及び事業の多角化
　当社グループはこれまで製作や材料調達では海外拠点を積極的に活用してまいりました。海外
拠点であるASO INTERNATIONAL HAWAII, INC.　、ASO INTERNATIONAL MANILA, INC.
及びASO INTERNATIONAL USA, INC.において、当連結会計年度末現在、正社員・パートなど
合計350名を超える従業員が業務にあたっております。一方、当社グループにおける海外売上高
は当連結会計年度において6.0%となっており、海外売上高比率は徐々に増加傾向にあります。
依然として全体売上高に占める割合は低い水準に留まっておりますが、当連結会計年度におい
て、アメリカ本土における複数大学の公式サプライヤーとなっており、今後アメリカでの販売チ
ャンネルを継続的に強化することにより、グローバル事業展開を更に加速させて、海外売上高比
率の大幅な上昇を目指してまいります。
　ゆくゆくは、アメリカを始め世界各国から収集・蓄積した歯科矯正データを人工知能により分
析し、患者ごとに症例に適した各種技工物の組み合わせプランを設計・提案し、ASO 
INTERNATIONAL MANILA, INC.において製作するような体制を整備することを目指しており
ます。

　　　また、当社グループはこれまで主に多種多様な矯正歯科技工物製作として事業を営んでまいり
　　ましたが、今後国内歯科技工士人数の絶対数が減る中、国内製作キャパシティの維持問題の深刻
　　さを増しつつあるため、技工物製作だけでは、当社グループの更なる成長に大きな貢献を期待す
　　るのが難しくなると予想しております。そのため、当連結会計年度において、口腔内スキャナー
　　や３Dプリンター等のデジタル商材の販売に注力し、業績成長に寄与いたしました。
　　　今後、矯正歯科技工物の製作を主軸としつつ、デジタル商材販売などを加えながら、「世界規
　　模で矯正業界に貢献する企業へ」の理念を貫いて、長期的に事業の多角化を目指してまいりま
　　す。

－ 5 －



区 分 第 36 期
(2023年６月期)

第 37 期
(2024年６月期)

第 38 期
(2025年６月期)

第 39 期
(当連結会計年度)
(2026年６月期)

売 上 高 (千円) 3,190,044 3,544,750 3,796,454 4,166,118

経 常 利 益 (千円) 433,892 555,355 631,496 734,630

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 (千円) 338,159 386,406 438,584 518,610

１株当たり当期純利益 (円) 38.05 39.75 44.90 52.90

総 資 産 (千円) 2,826,293 3,184,903 3,330,954 3,740,144

純 資 産 (千円) 2,465,578 2,763,156 2,930,133 3,244,985

１株当たり純資産 (円) 253.89 282.86 299.29 329.01

（５）財産及び損益の状況

（注）2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。第36期連結会計年度
　　　の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産を算定しており
　　　ます。

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主要な事業内容

フ ォ レ ス タ デ ン ト ・ ジ ャ パ ン 株 式 会 社 10,000千円 100.0％ 歯科矯正事業
ASO INTERNATIONAL MANILA, INC. 20,000千フィリピンペソ 100.0％ 歯科矯正事業
ASO INTERNATIONAL HAWAII, INC. 30千USドル 100.0％ 歯科矯正事業
ASO INTERNATIONAL USA ,  INC . 50千USドル 100.0％ 歯科矯正事業

（６）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況

　当社の親会社は株式会社ASOであり、同社は当社の株式5,600,000株（議決権比率
56.81%）を保有しております。同社は当社代表取締役社長である阿曽敏正氏の資産管理
会社であります。

② 重要な子会社の状況
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事 業 区 分 事 業 内 容

歯 科 矯 正 事 業 歯科矯正装置の製造・販売

（７）主要な事業内容（2026年６月30日現在）

本 社 東京都中央区銀座２丁目11番８号
名 古 屋 オ フ ィ ス 愛知県名古屋市中区錦２丁目19番21号
新 潟 オ フ ィ ス 新潟県新潟市中央区笹口２丁目10番16号
大 阪 オ フ ィ ス 大阪府大阪市淀川区西中島５丁目８番21号

フォレスタデント・ジャパン株式会社 本社（東京都港区）

ASO INTERNATIONAL MANILA, INC. 本社（フィリピンカヴィテ州）

ASO INTERNATIONAL HAWAII, INC. 本社（米国ハワイ州）

ASO INTERNATIONAL USA, INC. 本社（米国カリフォルニア州）

（８）主要な事業所（2026年６月30日現在）
① 当社

② 子会社
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事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

歯 科 矯 正 事 業 332（153）名 22名増（23名増）

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

63（82）名 ２名増（８名増） 40.0歳 6.2年

（９）従業員の状況（2026年６月30日現在）
① 連結会社の状況

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）
　　　　　は、最近１年間の平均人員を（　）外数で記載しております。
　　　２．当社グループは、歯科矯正事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しておりま
　　　　　す。
　　　３．従業員数が前連結会計年度末と比べて22名増加したのは、主に海外製作拠点ASO
　　　　　INTERNATIONAL MANILA, INC.の人員拡充による製作能力強化のためであります。
　　　４．臨時雇用者数が前連結会計年度末と比べて平均人員23名増加したのは、主に海外製作拠点ASO
　　　　　INTERNATIONAL MANILA, INC.の人員拡充による製作能力強化のためであります。

② 提出会社の状況

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、最
近１年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

（10）主要な借入先の状況（2026年６月30日現在）
　該当事項はありません。

（11）その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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① 発行可能株式総数 32,000,000株
② 発行済株式の総数 9,862,800株
③ 株主数 2,168名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 Ａ Ｓ Ｏ 5,600,000株 56.77％

阿 曽  敏 正 799,400株 8.10％

Ａ Ｓ Ｇ Ｊ ａ ｐ ａ ｎ 株 式 会 社 331,000株 3.35％

株 式 会 社 S B I 証 券 329,838株 3.34％
H I K A R I 　 T S U S H I N
INVESTMENTS　OKINAWA株式会社 183,200株 1.85％

加 藤  英 次 121,000株 1.22％

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 97,400株 0.98％

株 式 会 社 E P A R K 97,200株 0.98％

光 通 信 K K 投 資 事 業 有 限 責 任 組 合 85,400株 0.86％

大 杉 哲 也 77,800株 0.78％

２. 会社の株式に関する事項
（１）株式の状況（2026年６月30日現在）

④ 大株主

（注）１．ストックオプションの行使により、発行済株式の総数は72,600株増加し、9,862,800株となってお
　　　　ります。
　　　２．持株比率は自己株式（50株）を控除して計算しております。

⑤ 当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況
　該当事項はありません。
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第 １ 回 新 株 予 約 権 第 ２ 回 新 株 予 約 権
発 行 決 議 日 2020年６月29日 2021年６月28日
新 株 予 約 権 の 数 339個　 547個　
新株予約権の目的となる
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 67,800株
（新株予約権１個につき 200株）　

普通株式 109,400株
（新株予約権１個につき 200株）　

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに払い込みは
要しない

新株予約権と引換えに払い込みは
要しない

新株予約権の行使に際して
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

新株予約権１個当たり 24,040円
（１株当たり 121円）　

新株予約権１個当たり 38,230円
（１株当たり 192円）　

権 利 行 使 期 間 2022年６月30日から
2030年６月29日まで

2023年６月29日から
2031年６月28日まで

（２）新株予約権等の状況（2026年６月30日現在）
① 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予

約権の状況
　該当事項はありません。

② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

③ その他新株予約権に関する重要な事項
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第 １ 回 新 株 予 約 権 第 ２ 回 新 株 予 約 権

行 使 の 条 件

①新株予約権の割当を受けた者
（以下「新株予約権者」とい
う。）は、権利行使時において
も、当社または当社子会社の取締
役、監査役、執行役員、従業員の
地位を有していなければならな
い。ただし、新株予約権者が任期
満了により退任または定年退職し
た場合、あるいは取締役会が正当
な理由があると認めた場合にはこ
の限りではない。
②当社の普通株式が、いずれかの
金融商品取引所に上場されている
こと。
③新株予約権者が死亡した場合、
その相続人による新株予約権の権
利行使は認めないものとする。た
だし、取締役会が認めた場合には
この限りではない。

同左

使用人等の
保 有 状 況 当 社 使 用 人

新株予約権の数 339個
目的となる株式数 67,800株
保有者数 4名　

新株予約権の数 547個
目的となる株式数 109,400株
保有者数 5名　

（注）2025年１月１日付で行った普通株式１株を２株とする株式分割により、「新株予約権の目的となる株式
　　　の種類と数」及び「新株予約権の行使に際して出資される財産の価額」は調整しております。
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会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 阿 曽 敏 正
ASO INTERNATIONAL MANILA, INC.　Chairman
ASO INTERNATIONAL USA, INC.　Chief Financial 
Officer

取 締 役 内 山 　 淳 事業統括部部長

取 締 役 桑 原 　 勉 フォレスタデント・ジャパン株式会社　代表取締役

取 締 役 葛 西 一 貴 公益社団法人　医療系大学間共用試験実施評価機構
副理事長

取 締 役 田 内 優 悟 田内公認会計士事務所　代表
株式会社bloom社外監査役

常 勤 監 査 役 永 瀨 　 巖

監 査 役 静 　 健 太 郎
静公認会計士事務所　代表
アルファ監査法人　社員
株式会社ACSL　社外取締役

監 査 役 奥 村 祥 樹 弁護士

地　　位 氏　　名 担　　当
執　行　役　員 平　野　拓　幹 西日本エリア営業統括
執　行　役　員 曽　我　雄　作 東日本エリア営業統括

執　行　役　員 加　来　裕　一 ASO INTERNATIONAL 
MANILA, INC.社長

３. 会社役員の状況
（１）取締役及び監査役の状況（2026年６月30日現在）

（注）１．取締役の葛西一貴氏及び田内優悟氏は、社外取締役であります。
２．監査役の永瀨巖氏、静健太郎氏及び奥村祥樹氏は、社外監査役であります。
３．監査役静健太郎氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有し

ております。
４．当社は、社外取締役及び社外監査役の全員を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、

同取引所に届け出ております。
５．当社は執行役員制度を導入しております。取締役兼務者を除く2026年６月30日現在の執行役員は以

下のとおりであります。
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（２）責任限定契約の内容の概要
　当社は、取締役（会社法第２条第15号イに定める業務執行取締役等であるものを除く）及
び監査役との間で、会社法第427条第１項及び定款の規定に基づき、同法第423条第１項の損
害賠償責任を限定する契約を締結しています。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は法令
が定める限度額としております。

（３）役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で
締結し、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を当該保険契約により填補することとしてお
ります。当該保険契約の被保険者の範囲は当社及び当社子会社の取締役、監査役であり、被保
険者は保険料を負担しておりません。
　ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、被保険者による犯
罪行為に起因する損害賠償金等については、塡補の対象としないこととしております。

（４）取締役及び監査役の報酬等
①　役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針に係る事項
当社の役員報酬は、企業の持続的な成長に向け、役員の価値を最大限発揮できる仕組みを構
築することを基本方針としています。報酬体系は、固定報酬（月俸)で構成しております。

a.取締役
　当社は、取締役の報酬に関する決定プロセスの透明性・客観性を高めるため、指名報酬委員
会（独立社外役員が委員の過半数を占めるもの。）を設置しております。取締役の個人別の報
酬の額については、定款に基づき株主総会において決議された報酬総額の限度額の範囲内で、
取締役会から指名報酬委員会に対する諮問を受けて同委員会にて協議のうえ取締役会に対して
なされた報酬方針、報酬制度、各取締役の個人業績評価等（社外取締役を除く。）に関する答
申の内容を踏まえ、取締役会にて決議しております。
　なお、取締役の報酬限度額は、2020年９月30日開催の定時株主総会において、年額
150,000千円以内と決議しております。当該株主総会終結時点の対象取締役の員数は５名であ
ります。

（指名報酬委員会の役割及び活動内容）
　当社の指名報酬委員会は、取締役の指名・報酬等に関する手続きの公正性、透明性、客観性
を高め、コーポレート・ガバナンスの充実を図ることを目的として設置された、取締役会の任
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委員長 役職 氏名
代表取締役社長 阿曽　敏正

◎ 社外取締役 葛西　一貴
社外取締役 田内　優悟

区 分 報酬等の総額
（ 千 円 ）

報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額
　（　　千　　　円　　　） 対象となる

役員の員数
（ 人 ）基 本 報 酬 業 績 連 動

報 酬 等 非金銭報酬等

取 　 締 　 役
（う ち 社 外 取 締 役）

52,683
（2,400）

52,683
（2,400） － － ５

（２）

監 　 査 　 役
（う ち 社 外 監 査 役）

12,000
（12,000）

12,000
（12,000） － － ３

（３）

合 　 　 計
（う ち 社 外 役 員）

64,683
（14,400）

64,683
（14,400） － － ８

（５）

意の諮問機関であり、取締役報酬の基本方針及び報酬水準の考え方、決定手続き、並びに役員
報酬の構成について審議し、取締役会に対し答申を行っております。また、直接取締役会へ提
案することも可能となっております。

（指名報酬委員会の構成員）
　本書提出日現在の構成員は次のとおりです。

b.監査役
　当社の各監査役の報酬額は、株主総会において決議された報酬総額の限度内で、監査役の協
議により決定しております。
　監査役の報酬限度額は、2020年９月30日開催の定時株主総会において、年額50,000千円以
内と決議しております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は２名であります。

②　当事業年度に係る報酬等の総額等
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出席状況 出 席 状 況 及 び 発 言 状 況 並 び に 社 外 取 締 役 に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 職 務 の 概 要

取 締 役

葛 西 一 貴
取締役会
15/15回（100％）

主に歯科学究領域学者として、豊富な知見に基づき、当社事業戦略策定
やイノベーション活性化などに関して助言を行っており、当社が同氏に
期待する取締役会における意思決定の妥当性・適正性を確保するための
適切な役割を果たしております。また、指名報酬委員会の委員長とし
て、客観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定
過程における監督機能を主導しております。

取 締 役

田 内 優 悟
取締役会
15/15回（100％）

主に公認会計士及びアドバイザリーアナリストとして、専門的見地か
ら、当社財務会計に関して質問、助言等を行っており、当社が同氏に期
待する取締役会における意思決定の妥当性・適正性を確保するための適
切な役割を果たしております。また、指名報酬委員会の委員として、客
観的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定過程に
おける監督機能を担っております。

常勤監査役

永 瀨 　 巖

取締役会
15/15回（100％）

監査役会
13/13回（100％）

経営者としての豊富な経験と知見を有しているほか、監査役としての経
験から、常勤監査役としての視点から、適宜取締役会の意思決定の妥当
性、適法性を確保するための質問、助言を行っております。
また、監査役会において、監査の方法及び結果についての意見交換、協
議等を行っております。

監 査 役

静　健太郎

取締役会
13/15回（87％）

監査役会
12/13回（92％）

公認会計士としての専門的見地から、取締役会において、取締役会の意
思決定の妥当性・適正性を確保するための発言を行っております。ま
た、監査役会において、監査の方法及び結果についての意見交換、協議
等を行っております。

監 査 役

奥 村 祥 樹

取締役会
15/15回（100％）

監査役会
13/13回（100％）

弁護士としての専門的見地から、取締役会において、取締役会の意思決
定の妥当性・適正性を確保するための発言を行っております。また、監
査役会において、監査の方法及び結果についての意見交換、協議等を行
っております。

（５）社外役員に関する事項
①　他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
　・社外取締役葛西一貴氏は、日本大学松戸歯学部の特任教授、公益社団法人医療系大学間共用

試験実施評価機構の副理事長であります。当社と各兼職先との間には特別の関係はありませ
ん。

　・社外取締役田内優悟氏は、株式会社bloomの社外監査役であります。当社と兼職先との間
には特別の関係はありません。

　・社外監査役静健太郎氏は、静公認会計士事務所の代表、アルファ監査法人の社員及び株式会
社ACSLの社外取締役であります。当社と各兼職先との間には特別の関係はありません。

　②　当事業年度における主な活動状況
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報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 20,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 20,000千円

４. 会計監査人の状況
（１）名称 太陽有限責任監査法人

（２）報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監
査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠など
が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の
判断をいたしました。

３. 当社の子会社のうち、海外子会社であるASO INTERNATIONAL MANILA, INC.については、当社の
会計監査人以外の公認会計士又は監査法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を
含む）の監査を受けております。

（３）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合
は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認めら
れる場合は、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選
定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の
理由を報告いたします。
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５. 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
（１）業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の
適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
（ア）取締役会は、法令、定款、株主総会決議、「取締役会規程」等に従い、経営に関する重
要な事項を決定する。
（イ）取締役会は、内部統制の基本方針を決定し、取締役が、適切に内部統制システムを構
築・運用し、それに従い職務執行しているかを監督する。
（ウ）取締役は、他の取締役と情報の共有を推進することにより、相互に業務執行の監督を行
っている。
（エ）取締役は、監査役が定めた監査方針・計画のもと、監査を受ける。
（オ）代表取締役は、コンプライアンス委員長として、コンプライアンスを経営の基本方針の
一つとして、コンプライアンス体制の整備及び維持・向上に努める。
（カ）コンプライアンス意識の徹底・向上を図るため、コンプライアンス教育・研修を継続的
に実施する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　株主総会、取締役会の議事録、経営及び業務執行に関わる重要な情報については、法令及び
「文書保管管理規程」「稟議規程」等の関連規程に従い、適切に記録し、定められた期間保存
する。また、その他関連規程は、必要に応じて適時見直し等の改善をする。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
（ア）代表取締役を総括責任者として、また内部監査室長及び管理部部長は代表取締役を補佐
し、当社グループ全体のリスク管理を総括する。リスクマネジメント委員会は、当社グループ
のリスクの把握とその評価及び対応策の策定を行い、各担当取締役及び各部長と連携しなが
ら、リスクを最小限に抑える体制を構築する。
（イ）リスク管理を円滑にするために、「リスク管理規程」等社内の規程を整備し、リスクに
関する意識の浸透、早期発見、未然防止、緊急事態発生時の対応等を定める。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
（ア）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため、取締役会の運営に関する
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ことを「取締役会規程」に定めるとともに、取締役会を月１回開催するほか、必要に応じて臨
時開催する。
（イ）取締役は、ITを活用した情報システムを構築して、迅速かつ的確な経営情報把握に努め
る。
（ウ）意思決定の迅速化のため、「組織規程」「業務分掌規程」及び「職務権限規程」等の社
内規程を整備し、役割、権限、責任を明確にする。

⑤ 当社及び親会社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
（ア）「関係会社管理規程」に基づき、関係会社の管理は、管理部部長が統括し、毎月、経営
内容のモニタリングを行い、必要に応じて取締役会への報告を行う。
（イ）連結ベースにて中期経営計画を策定し、当該計画達成のため子会社の経営指導にあた
る。
（ウ）子会社の業務活動全般について、内部監査室の監査対象とする。

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する
事項並びにその使用人の取締役からの独立性に関する事項
（ア）当社は、監査役の職務を補助する使用人は配置していないが、取締役会は監査役と必要
に応じて協議を行い、当該使用人を任命及び配置することができる。
（イ）補助すべき期間中は、指名された使用人への指揮権は監査役に移譲されたものとし、取
締役の指揮命令は受けない。
（ウ）監査役の職務を補助すべき使用人は、監査役の要請に基づき補助を行う際、監査役の指
揮命令に従うものとする。

⑦ 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
（ア）監査役は、取締役会以外の会議等の業務執行の重要な会議へ出席し、当社グループにお
ける重要事項や損害を及ぼすおそれのある事実等について報告を受ける。
（イ）取締役及び使用人は、取締役会に付議する重要な事項と重要な決定事項、その他重要な
会議の決定事項、重要な会計方針・会計基準及びその変更、内部監査の実施状況、その他必要
な重要事項を監査役に報告する。
（ウ）取締役及び使用人は、当社グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事項及び不正行
為や重要な法令並びに定款違反行為を認知した場合、すみやかに、監査役に報告する。
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⑧ 上記⑦の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確
　　保するための体制
　　当社は、当該報告を通報した者に対し、通報したことを理由として通報者にいかなる不利益
　な取扱いを行ってはならない旨を社内規程にて定めその旨を周知し、適切に運用している。

⑨ 監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　監査役の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還等の請求をしたときは、当該監査
役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理す
る。

⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
（ア）監査役は、代表取締役と定期的に会合を開き、意思の疎通及び意見交換を実施する。
（イ）監査役は、会計監査人及び内部監査室とも意見交換や情報交換を行い、連携を保ちなが
ら必要に応じて調査及び報告を求める。

⑪ 反社会的勢力排除に向けた基本方針及び体制
　当社グループは、反社会的勢力・団体・個人とは一切関わりを持たず、不当・不法な要求に
も応じないことを基本方針とする。その旨を取締役及び使用人に周知徹底するとともに、平素
より関係行政機関などからの情報収集に努め、事案の発生時には関係行政機関や法律の専門家
と緊密に連絡を取り、組織全体として速やかに対処できる体制を整備する。

（２）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　業務の適正を確保するための体制の当連結会計年度における運用状況の概要は以下のとおりで
あります。
　当社グループでは「内部統制システム構築の基本方針」に基づき、内部統制システムが適切に
整備し運用されていることを確認しております。
　取締役会を15回開催しており、経営と投資などに関する重要事項の決定を行ってまいりまし
た。また、取締役は当社グループ各社の職務の執行状況に関する重要事項について定期的に報告
を受けており、適宜助言や提言を行ってまいりました。一方、コンプライアンス及び潜在事業リ
スクに関する重要事項につきまして、別途開催したコンプライアンス委員会及びリスクマネジメ
ント委員会で討議し、その結果を取締役会に報告いたしました。
　監査役会を13回開催しており、常勤監査役は、監査役会において定めた監査計画に基づき監
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査を行い、また取締役会及びその他重要な会議に出席し、業務執行が適切に行われているかを確
認して、監査役会において情報を共有いたしました。
　コンプライアンス委員会及びリスクマネジメント委員会を１回開催しており、当社グループの
コンプライアンス問題とその対策及び事業に影響度が高い潜在リスクを抽出し、その予防策をそ
れぞれ討議いたしました。
　内部監査につきましては、内部監査室が作成した内部監査計画に基づき、当社及びグループ各
社の内部監査を実施いたしました。

６. 会社の支配に関する基本方針
　　当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針について
　は、特に定めておりません。

７. 剰余金の配当等の決定に関する方針
　　当社では、株主への利益還元につきましては、事業環境や財政状況、経営成績を考慮のうえ、
　当期純利益の50％を目途とした配当性向及び株主資本に対する配当率である株主資本配当率
　5％以上を持続的に目標とする基本的な方針としております。
　　剰余金の配当を行う場合、年２回配当を基本方針としており、中間配当は会社法第454条第５
　項により取締役会決議によって行い、期末配当は株主総会の決議によって行っております。
　　当事業年度の期末配当金につきましては、2025年12月18日開催の取締役会決議により、１
　株につき2025年８月８日に公表した当初予想12円より１円増配し13円となり、定時株主総会
　において決議を予定しております。
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科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 　   産 　   の 　   部 ）
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
有 価 証 券
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
そ の 他

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
保 険 積 立 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

2,802,742
1,428,091
656,971
500,000
51,953
1,081
79,642
105,026
△20,024
937,402
97,155
25,750
29,582
41,822
26,891
21,891
5,000

813,355
428,023
287,694
33,677
85,074
△21,115　

（ 負 　   債 　   の 　   部 ）

流 動 負 債 482,557

買 掛 金 159,400

契 約 負 債 11,368

未 払 金 56,708

未 払 法 人 税 等 138,691

そ の 他 116,388

固 定 負 債 12,601

資 産 除 去 債 務 12,601

負 債 合 計 495,159

（ 純 　 資 　 産 　 の 　 部 ）

株 主 資 本 3,241,001

資 本 金 362,118

資 本 剰 余 金 352,118

利 益 剰 余 金 2,526,798

自 己 株 式 △32

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 3,983

その他有価証券評価差額金 12,405

為 替 換 算 調 整 勘 定 △8,421

純 資 産 合 計 3,244,985

資 産 合 計 3,740,144 負 債 純 資 産 合 計 3,740,144

連 結 貸 借 対 照 表
（2026年６月30日現在）

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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(2025年７月 1 日から
2026年６月30日まで)

科 目 金 額
売 上 高 4,166,118
売 上 原 価 2,325,167
売 上 総 利 益 1,840,951
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,117,485
営 業 利 益 723,465
営 業 外 収 益

受 取 利 息 10,746
受 取 地 代 家 賃 4,563
受 取 手 数 料 1,476
償 却 債 権 取 立 益 40
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 5,020
雑 収 入 819 22,668

営 業 外 費 用
支 払 利 息 35
為 替 差 損 9,376
支 払 手 数 料 1,662
そ の 他 428 11,503

経 常 利 益 734,630
特 別 損 失

投 資 有 価 証 券 評 価 損 10,619 10,619
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 724,010
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 214,553
法 人 税 等 調 整 額 △9,154 205,399
当 期 純 利 益 518,610
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 518,610

連 結 損 益 計 算 書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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(2025年７月１日から2026年６月30日まで)
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

当連結会計年度期首残高 356,589 346,589 2,243,286 △32 2,946,433

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 5,528 5,528 11,056

剰 余 金 の 配 当 △235,098 △235,098

親会社株主に帰属する当期純利益 518,610 518,610

株主資本以外の項目の当連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 )

当連結会計年度変動額合計 5,528 5,528 283,511 ー 294,568

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 362,118 352,118 2,526,798 △32 3,241,001

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額 合 計

当連結会計年度期首残高 1,407 △17,706 △16,299 2,930,133

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 11,056

剰 余 金 の 配 当 △235,098

親会社株主に帰属する当期純利益 518,610

株主資本以外の項目の当連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 ) 10,997 9,285 20,283 20,283

当連結会計年度変動額合計 10,997 9,285 20,283 314,851

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 12,405 △8,421 3,983 3,244,985

連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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【連結注記表】
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項
　　　　・連結子会社の数　４社
　　　　・連結子会社の名称

　フォレスタデント・ジャパン（株）
　ASO INTERNATIONAL MANILA, INC.
　ASO INTERNATIONAL HAWAII, INC.
　ASO INTERNATIONAL USA, INC.

　　　　・非連結子会社の数　１社
　ASO DENTAL DESIGN, INC.

　　　　・連結の範囲から除いた理由
　　　　　非連結子会社は、小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等は、いず
　　　　れも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法を適用しない非連結子会社の名称等
　　　　・非連結子会社の名称

　ASO DENTAL DESIGN, INC.
　　　　・持分法を適用しない理由
　　　　　持分法を適用しない非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う
　　　　額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ重要性がな
　　　　いため持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうちフォレスタデント・ジャパン（株）の決算日は、３月31日であります。
　連結計算書類の作成に当たっては、同決算日現在の計算書類を使用しております。ただし、３月31日から連
結決算日６月30日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

４．会計方針に関する事項
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ　有価証券
満期保有目的の債券
　償却原価法（定額法）を採用しております。
その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの
　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用

　　　　　　しております。
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・市場価格のない株式等
　　移動平均法による原価法を採用しております。
ロ　棚卸資産
商品・製品・原材料・仕掛品
　総平均法による原価法

（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ　有形固定資産
　　　定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）及び2016
　　年４月１日以降取得した建物附属設備並びに構築物については定額法）を採用しております。
　　また、在外連結子会社は定額法を採用しております。
　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　建物　　　　　　　　　　２～39年
　　　機械装置及び運搬具　　　２～10年
ロ　無形固定資産
　　　定額法を採用しております。
　　　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額
　　法を採用しております。

（３）重要な引当金の計上基準
　貸倒引当金
　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

（４）重要な収益及び費用の計上基準
　当社グループは、歯科矯正事業の単一セグメントであり、主として矯正歯科技工物の製造販売と、
外部から仕入れた商品の販売を行っております。これら製品及び商品の販売において、約束した財又
はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスとの交換に受け取ると見込まれる金
額で収益を認識しておりますが、国内販売においては、出荷時から当該製品及び商品の支配が顧客に
移転されるときまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

（５）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処
理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換
算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調
整勘定に含めて計上しております。
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株式の種類 当連結会計年度
期首株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末株式数

普通株式 9,790,200株 72,600株 －株 9,862,800株

（６）その他連結財務諸表作成のための重要な事項
該当事項はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
　投資有価証券の評価
（１）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　　　投資有価証券　　　　　　　　　　　　　　428,023千円
　　　投資有価証券評価損　　　　　　　　　　　  10,619千円

（２）識別した項目に係る会計上の見積りの内容に関する情報
　　　市場価格のない株式等については、実質価額が取得価額と比べて著しく下落した場合には、回復可能性が
　　十分な根拠により裏付けられる場合を除き減損処理を行うこととしております。
　　　これらの投資有価証券の評価においては、投資先の経済環境の変化等により、翌連結会計年度の連結計算
　　書類において投資有価証券の計上金額に重要な影響を及ぼす可能性があります。

（連結貸借対照表に関する注記）
　有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　　324,092千円

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

（注）(変動事由の概要）
増加数の内訳は、次のとおりであります。

　ストック・オプションの行使による増加　72,600株
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決 議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 5 年 ９ 月 2 6 日
定 時 株 主 総 会 普通株式 107,691 11 2025年６月30日 2025年9月29日

2025年12月18日
取 締 役 会 普通株式 127,407 13 2025年12月31日 2026年3月31日

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2026年９月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 128,215 13 2026年６月30日 2026年９月28日

普通株式 177,200株

２．剰余金の配当に関する事項
（１）配当金支払額等

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
　　　2026年９月25日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり決議

を予定しております。

3．当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的
となる株式の種類及び数
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

（１）金融商品に対する取組方針
　当社グループは事業計画に照らして、資金が必要な場合、銀行借入などにより調達しております。一時的
な余資は主に流動性の高い金融資産で運用しております。

（２）金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。投資有価証券は、満期保有目的の社債
及び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。
　営業債務である買掛金及び未払金、未払法人税等は１年以内の支払期日であります。

（３）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク(取引先の契約不履行に係るリスク)の管理
　当社グループは、営業債権について、管理部が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手
ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っており
ます。
② 市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、市況や取引先企
業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
③ 資金調達に係る流動性リスク(支払い期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理
　当社グループは、管理部が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性を維持することなど
により、流動性リスクを管理しております。

（４）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件などを採用することに
より、当該価額が変動することがあります。
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連結貸借対照表計上額 時価 差額

　投資有価証券
　　満期保有目的の債券
　　その他有価証券

200,000
101,191

193,540
101,191

△6,460
－

資産計 301,191 294,731 △6,460

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

現金及び預金
売掛金
有価証券
満期保有目的の債券
　社債

1,428,091
656,971
500,000

－

－
－
－

100,000

－
－
－

100,000

－
－
－

－

合計 2,585,062 100,000 100,000 －

連結貸借対照表計上額（千円）
非上場株式 126,832

２．金融商品の時価等に関する事項
　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、市場価格の
ない株式等（連結貸借対照表計上額126,832千円）は、「投資有価証券」には含めておりません。このほ
か、「連結貸借対照表計上額」の重要性が乏しい科目については、記載を省略しております。

（単位：千円）

（*１）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に
　　　 近似するものであることから、記載を省略しております。
（*２）「売掛金」、「買掛金」、「未払金」及び「未払法人税等」については、短期間で決済されるため時価
　　　 が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

　（注１）金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額

（単位：千円）

（注２）市場性のない株式は、投資有価証券に含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は
　　　以下のとおりであります。
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
　その他有価証券
　　株式
　　その他

－
－

0
36,235

－
64,956

0
101,191

資産計 － 36,235 64,956 101,191

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
　満期保有目的の債券
　　社債 － 193,540 － 193,540

資産計 － 193,540 － 193,540

３．金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時
　　　　　　　　価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算
　　　　　　　　定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　　　　　　　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ
　　　　　　　　ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベ
　　　　　　　　ルに時価を分類しております。

（１）時価をもって連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2026年６月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（２）時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産
当連結会計年度（2026年６月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
　　　投資有価証券
　　　　投資有価証券の「株式」及び「社債」は取引金融機関より提示されたものによって評価
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売上区分
合計矯正歯科技工物

商品 その他アナログ デジタル
一時点で移転される
財又はサービス 2,104,753 1,255,840 735,919 33,962 4,130,475

一定の期間にわたり
移転される財又はサ
ービス

－ 22,401 － 13,241 35,643

顧客との契約から生
じる収益合計 2,104,753 1,278,241 735,919 47,204 4,166,118

　　　しております。これらは市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認め
　　　られないため、その時価をレベル２に分類しております。
　　　　「その他」はSAFE等の投資であり、投資時期と連結会計年度末が近い場合は、時価と
　　　簿価が近似すると考えて帳簿価格をもって時価とし、レベル３の時価に分類しておりま
　　　す。

（賃貸等不動産に関する注記）
　　該当事項はありません。

（収益認識に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　　　当社グループは、歯科矯正事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報

は、以下のとおりであります。
（単位：千円）

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　　　収益を理解するための基礎となる情報は、「（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関

する注記等）４．会計方針に関する事項　（４）重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであり
ます。
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当連結会計年度
期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権（売掛金） 517,770 656,971
契約資産 － －
契約負債 21,862 11,368

１．１株当たり純資産額 329円01銭
２．１株当たり当期純利益 52円90銭

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会
計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び
時期に関する情報

（単位：千円）

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。
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科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 　   産 　   の 　   部 ）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
売 掛 金
有 価 証 券
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料
前 払 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
そ の 他

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
保 険 積 立 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

2,436,251
1,012,548

596,852
500,000
11,363
1,081

76,781
14,968

242,678
△20,024

1,049,479
62,955
14,726
7,618

31,341
1,426
7,841

23,109
18,109
5,000

963,414
428,023
126,205
37,327
1,911

281,258
29,492
62,556

△3,362　

（ 負 　   債 　   の 　   部 ）
流 動 負 債 487,959

買 掛 金 200,100
契 約 負 債 11,368
未 払 金 45,571
未 払 費 用 36,624
未 払 法 人 税 等 135,598
前 受 金 7,219
預 り 金 3,385
そ の 他 48,089

固 定 負 債 12,601
資 産 除 去 債 務 12,601

負 債 合 計 500,561
（ 純 　 資 　 産 　 の 　 部 ）
株 主 資 本 2,972,763
資 本 金 362,118
資 本 剰 余 金 352,118

資 本 準 備 金 352,118
利 益 剰 余 金 2,258,560

利 益 準 備 金 2,500
そ の 他 利 益 剰 余 金 2,256,060
　 別 途 積 立 金 30,000
      繰 越 利 益 剰 余 金 2,226,060

自 己 株 式 △32
評 価 ・ 換 算 差 額 等 12,405

その他有価証券評価差額金 12,405
純 資 産 合 計 2,985,169

資 産 合 計 3,485,730 負 債 純 資 産 合 計 3,485,730

貸　借　対　照　表
（2026年６月30日現在）

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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(2025年7月 1 日から
2026年６月30日まで)

科 目 金 額
売 上 高 3,682,238
売 上 原 価 2,155,589
売 上 総 利 益 1,526,649
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 894,398
営 業 利 益 632,010
営 業 外 収 益

受 取 利 息 9,957
受 取 手 数 料 14,062
受 取 家 賃 4,563
償 却 債 権 取 立 益 40
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 273,877
そ の 他 333 302,835

営 業 外 費 用
支 払 利 息 35
為 替 差 損 8,084
支 払 手 数 料 1,587
そ の 他 134 9,842

経 常 利 益 925,003
特　　　　  別　　　　  損　　　　  失
      投 資 有 価 証 券 評 価 損 10,619 10,619
税 引 前 当 期 純 利 益 914,383
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 206,221
法 人 税 等 調 整 額 △10,193 196,027
当 期 純 利 益 718,355

損　益　計　算　書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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(2025年７月１日から2026年６月30日まで)
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合　　計資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計別 途

積 立 金
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 356,589 346,589 346,589 2,500 30,000 1,742,803 1,775,303 △32 2,478,450

当 期 変 動 額
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 5,528 5,528 5,528 11,056

剰 余 金 の 配 当 △235,098 △235,098 △235,098

当 期 純 利 益 718,355 718,355 718,355

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 5,528 5,528 5,528 － － 483,257 483,257 ー 494,313

当 期 末 残 高 362,118 352,118 352,118 2,500 30,000 2,226,060 2,258,560 △32 2,972,763

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 1,407 1,407 2,479,857

当 期 変 動 額
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 11,056

剰 余 金 の 配 当 △235,098

当 期 純 利 益 718,355

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) 10,997 10,997 10,997

当 期 変 動 額 合 計 10,997 10,997 505,311

当 期 末 残 高 12,405 12,405 2,985,169

株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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【個別注記表】
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
イ 子会社株式及び関連会社株式
　　　移動平均法による原価法を採用しております。
ロ 満期保有目的の債券
　　　償却原価法（定額法）を採用しております。
ハ その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの
　　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用して
　おります。
・市場価格のない株式等
　　移動平均法による原価法を採用しております。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法
　商品・製品・原材料・仕掛品
　　総平均法による原価法

2．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産
　　定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）及び2016年４月
　１日以降取得した建物附属設備並びに構築物については定額法）を採用しております。
　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　　建物　　　　　　　　　　３～39年
　　　　車両運搬具　　　　　　　２～６年
　　　　工具、器具及び備品　　　３～10年

（２）無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を

採用しております。
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（１）有形固定資産の減価償却累計額 85,687千円

　短期金銭債権 163,010千円
　長期金銭債権 47,859千円
　短期金銭債務 69,588千円

３．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　　　外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。

4．引当金の計上基準
貸倒引当金
　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

5．収益及び費用の計上基準
　製品及び商品の販売において、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー
ビスとの交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しておりますが、国内販売においては、出荷時から
当該製品及び商品の支配が顧客に移転されるときまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を
認識しております。

6．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
該当事項はありません。

（会計上の見積りに関する注記）
　投資有価証券の評価

（１）当事業年度の計算書類に計上した金額
　　投資有価証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　428,023千円
　　投資有価証券評価損　　　　　　　　　　　　　　　　  10,619千円

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積もりの内容に関する情報
　連結注記表「会計上の見積りに関する注記」に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

（貸借対照表に関する注記）

（２）関係会社に対する金銭債権、債務
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（１） 関係会社との取引高
営業取引による取引高

売上高 25,048千円
売上原価 579,207千円

営業取引以外の取引高
営業外収益 12,600千円

繰延税金資産
貸倒引当金 7,371千円
関係会社株式評価損 17,272千円
投資有価証券評価損 3,347千円
未払事業税 11,521千円
資産除去債務 3,972千円
その他 9,330千円

繰延税金資産小計 52,815千円
評価性引当額 △17,272千円
繰延税金資産合計 35,542千円
繰延税金負債

資産除去債務に対応する除去費用 340千円
その他有価証券評価差額金 5,709千円

繰延税金負債合計 6,049千円
繰延税金資産の純額 29,492千円

（損益計算書に関する注記）

（２）貸倒引当金戻入額
　　　　貸倒引当金戻入額の内、273,342千円は、当社連結子会社に対する貸付金及び立替金に係る貸倒引当
　　　金を戻し入れたものであります。

（株主資本等変動計算書に関する注記）

　　当事業年度末における自己株式の種類および株式数
　　　普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　　50株

（税効果会計に関する注記）

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種 類 会 社 等 の 名 称 議決権等の所有
（被所有）割合

関 係 内 容
取 引 内 容 取引金額 科 目 期 末

残 高役員の兼
任 等

関連当事者と
の 関 係

子 会 社
ASO 
INTERNATIONAL 
MANILA, INC. 直接 100.0％

所有
　

役 員 兼
任１名

当 社 グ ル
ー プ 製 品
の 外 注 加
工
資 金 の 貸
付

製品の販売外
注加工
（注1)

448,925 買 掛 金 43,936

資金の回収 66,362

短 期 貸 付 金
（注2） 160,200

長 期 貸 付 金
（注2） 34,578

経費の立替 － 立 替 金
（注2） 13,281

子 会 社 フォレスタデント・
ジャパン株式会社 直接 100.0％

所有

　
役 員 兼
任１名

当 社 グ ル
ー プ の 材
料 の 仕 入
れと販売

経営指導料等
  (注3） 12,600 － －

１．１株当たりの純資産額 302円67銭
２．１株当たりの当期純利益 73円28銭

（関連当事者との取引に関する注記）
子会社及び関連会社等

（単位：千円）

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．取引価格等の条件は、他の取引先と同一であります。
　　　２．短期貸付金について524千円、長期貸付金については113千円、立替金については43千円の貸倒引

当金を計上しております。また、当事業年度において、273,342千円を貸倒引当金戻入額として計上
しております。なお、当該貸付金は、経営基盤強化を図るため無利子としており、担保は受け入れて
おりません。

　　　３．経営指導料等は、双方協議のうえ合理的に決定しております。

（収益認識に関する注記）
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表「収益認識に関する注記」に
同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。
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指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 石 田 　 宏
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 麻 生 晋 市

独立監査人の監査報告書
2026年８月24日

株式会社アソインターナショナル
取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
東京事務所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社アソインターナショナルの
2025年７月１日から2026年６月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸
借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、株式会社アソインターナショナル及び連結子会社からなる企業集団の当該連
結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に
記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事
業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告
プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、

　連結計算書類に係る会計監査報告
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当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程
において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に
重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内
容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場

合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連
結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備
及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成
することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する
責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執
行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は
誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において
独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬
により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影
響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ
スクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断によ
る。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではな
いが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、監査に関連する内部統制を検討する。
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・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計
上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、
入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に
関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確
実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日ま
でに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存
続できなくなる可能性がある。
・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構
成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうか
を評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分
かつ適切な監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連
結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意
見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過
程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する

規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻
害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記
載すべき利害関係はない。

以　上
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指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 石 田 　 宏
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 麻 生 晋 市

独立監査人の監査報告書
2026年８月24日

株式会社アソインターナショナル
取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
東京事務所

　
監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社アソインターナショナ

ルの2025年７月１日から2026年６月30日までの第39期事業年度の計算書類、すなわち、貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算
書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業
体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人
としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ
適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告
プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当

計算書類に係る会計監査報告

－ 43 －



監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお
いて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な
誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算
書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行
を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬
による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の
立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生
する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合
理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リス
クに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。
さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
監査に関連する内部統制を検討する。
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・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計
上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入
手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関
して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実
性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又
は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除
外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手し
た監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及
び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価
する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過
程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する
規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻
害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2025年７月１日から2026年６月30日までの第39期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（１）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に

ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告
を受け、必要に応じて説明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の
環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会
社の取締役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受
けました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するた
めに必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関
する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）
について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受
け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するた
めの体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めま
した。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書
類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検
討いたしました。

監査役会の監査報告
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２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は
認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す
べき事項は認められません。
④事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当社の
利益を害さないように留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないかどうかについ
ての取締役会の判断及びその理由について、指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　　 会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
（３）連結計算書類の監査結果
　　 会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

常 勤 社 外 監 査 役 永 瀨  巖 ㊞
社 外 監 査 役 静 　 健 太 郎 ㊞
社 外 監 査 役 奥 村 　 祥 樹 ㊞

2026年８月25日
株式会社アソインターナショナル　監査役会

　
以　上
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第１号議案 剰余金処分の件
　当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、安定配当の維持を基本とし
ながら、今後の見通しを勘案するとともに、企業体質の強化と将来の事業展開のための内部留保にも
配慮し行うこととしております。第39期の期末配当につきましては、以下のとおり普通配当を１株
につき13円とさせていただきたく存じます。

期末配当に関する事項
① 配当財産の種類
　金銭といたします。
② 配当財産の割当てに関する事項及びその総額
　当社普通株式１株につき金13円
　配当総額　128,215,750円

③ 剰余金の配当が効力を生じる日
　2026年9月28日
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候補者
番 号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１

再任

あ

阿
 

　
 

 
そ

曽
 

　
 

 
とし

敏
 

　
 

 
まさ

正
（1960年７月25日）

(男性)

1980年４月 日本歯科大学附属歯科技工士学校
（現日本歯科大学附属東京短期大
学）助手

1982年４月 歯科技工所ASO DENTAL開業　
代表

1988年５月 株式会社アソ．デンタル（現当
社）設立
代表取締役社長（現任）

2000年７月 株式会社ASOホールディングス設
立　代表取締役

2004年６月 ASO INTERNATIONAL 
HAWAII, INC. 
Director,President

2009年２月 株式会社ASO INTERNATIONAL 
HITACHI　代表取締役

2015年５月 ASO INTERNATIONAL 
MANILA, INC.　Chairman（現
任）

2024年４月 ASO INTERNATIONAL USA, 
INC.
Chief Financial Officer（現任）

6,399,400株

【取締役候補者とした理由】
　阿曽敏正氏を取締役候補者とした理由は、同氏は当社グループの創業者であり、当社の大株
主です。当社グループの経営方針や経営戦略の立案及び決定をはじめ、営業戦略や業務遂行等
の経営全般において重要な役割を果たしています。また、代表取締役社長としての豊富な経営
経験と当社事業に対する高い見識は、当社グループの企業価値向上に欠かせないものと判断
し、取締役候補者としました。

第２号議案　取締役４名選任の件
　本総会終結の時をもって、取締役全員（５名）は任期満了となります。
　つきましては、社外取締役２名を含む取締役４名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、あらかじめ独立社外取締役が過半数を占める指名報酬委員会の審議を経
て決定しております。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者
番 号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

２

再任

うち

内
 

　
 

 
やま

山
 

　
 

 
じゅん

淳
（1980年４月14日）

(男性)

2000年４月 当社入社
2018年７月 当社事業統括部部長
2019年７月 当社取締役事業統括部部長（現

任）
2019年７月 株式会社ASO INTERNATIONAL

HITACHI取締役

58,000株

【取締役候補者とした理由】
　内山淳氏を取締役候補者とした理由は、長年当社取締役兼事業統括部の部長として新規取引
先開拓、営業全般に関する戦略や方針の策定等により当社業績向上に多大な貢献をしていま
す。また、歯科技工士資格を有する同氏は、歯科技工分野に高い見識を有していることから、
当社グループの企業価値向上に引き続き資するものと期待し、取締役候補者としました。
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候補者
番 号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

３

再任

社外

独立
か

葛
 

　
 

 
さい

西
 

　
 

 
かず

一
 

　
 

 
たか

貴
（1955年10月４日）

（男性）

1984年４月 日本大学助手　(松戸歯学部 歯科
矯正学)

1988年10月 日本大学講師
1991年９月 オーストラリア　アデレード大学

歯学部遺伝人類学講座　海外派遣
研究員

1998年２月 日本大学教授
2001年４月 日本大学松戸歯学部卒後教育担当
2003年４月 日本大学松戸歯学部付属歯科病院

副病院長
2009年４月 日本大学松戸歯学部学務担当
2017年４月 日本大学松戸歯学部学部次長
2017年９月 日本大学評議員
2021年４月 日本大学特任教授
2024年９月 当社取締役（現任）
重要な兼職の状況
2019年 （公社）医療系大学間共用試験実

施評価機構歯学系OSCE実施管理
委員会　委員長
同 歯学系診療参加臨床実習後客
観的臨床能力試験実施管理委員会　
委員

2019年 文部科学省「歯学教育の改善・充
実に関する調査研究協力者会議」　
委員

2020年 （公社）医療系大学間共用試験実
施評価機構将来計画企画調整委員
会　委員

2023年 厚生労働省医道審議会歯学生共用
試験部会　参考人

2024年 （公社）医療系大学間共用試験
実施評価機構　副理事長（歯学
系）

－

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　葛西一貴氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は長年大学歯科学部にて教授を務めてお
り、また複数の歯科教育委員会の委員及び社団法人の副理事長（事業部長兼任）等を歴任して
いることから、歯科診療及び歯科学究領域について豊富な知見を有し、当該知見及び経験を活
かして、当社グループの今後の事業戦略策定やイノベーション活性化に関して、専門的な観点
から助言等をいただくことを期待したためであります。なお、同氏は社外役員以外の方法で会
社の経営に関与した経験はありませんが、上記の理由により、社外取締役としての職務を適切
に遂行することができると判断しております。
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候補者
番 号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

４

再任

社外

独立
た

田
 

　
 

 
うち

内
 

　
 

 
ゆう

優
 

　
 

 
ご

悟
（1992年８月１日）

（男性）

2016年２月 EY新日本有限責任監査法人
入所

2019年９月 公認会計士登録
2024年８月 アクロポリス・アドバイザーズ
　　　　　　　株式会社　入社
2024年９月 当社取締役（現任）
2025年９月 田内公認会計事務所設立　代表

（現任）
2026年２月 株式会社bloom　社外監査役
　　　　　　  （現任）
2026年７月 株式会社HapInS　社外監査役
　　　　　　  （現任）

－

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　田内優悟氏を社外取締役候補者とした理由は、同氏は公認会計士として財務及び会計につい
て相当な知見を有しており、当該知見及び経験を活かして特に当社グループの財務会計に関し
て専門的な観点から助言等をいただくことを期待したためであります。なお、同氏は社外役員
以外の方法で会社の経営に関与した経験はありませんが、上記の理由により、社外取締役とし
ての職務を適切に遂行することができると判断しております。

（注）１．葛西一貴氏及び田内優悟氏は、社外取締役候補者であります。
２．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
３．葛西一貴氏及び田内優悟氏の社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって２年となります。
４．取締役候補者阿曽敏正氏の所有する株式数には、同氏が代表を務める資産管理会社である株式会

社ASOが保有する株式数を含んでおります。
５．取締役候補者阿曽敏正氏は会社法第２条第４号の２に定める親会社等であります。
６．葛西一貴氏及田内優悟氏の選任が承認された場合、当社は各氏との間で、会社法第427条第１項

及び定款の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定で
あります。なお、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低
責任限度額といたします。

７．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保険契約を
締結しており、当社取締役を含む被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を当該保険契約によっ
て塡補することとしております（ただし、被保険者による犯罪行為に起因する損害賠償金等を除
く）。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。ま
た、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

８．葛西一貴氏及び田内優悟氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、
引き続き独立役員として同取引所に届け出る予定であります。
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候補者
番 号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１

新任

くわ

桑
 

　 
ばら

原
 

　 
つとむ

勉
（1956年11月９日）

(男性)

1976年４月 スリーエムユニテック株式会社 
（現スリーエムジャパン株式会
社）入社

2008年１月 フォレスタデント・ジャパン株式
会社　代表取締役（現任）

2019年７月 当社入社
2020年10月 当社取締役（現任）

10,400株

【監査役候補者とした理由】
　桑原勉氏を監査役候補者とした理由は、長年にわたって歯科矯正業界における豊富な知見及
び経営者としての高度な知見と豊富な経験に基づき、コンプライアンスの観点から当社の監査
役体制の強化に貢献いただけると判断し、監査役として選任をお願いするものであります。

第３号議案　監査役３名選任の件
　本総会終結の時をもって、監査役全員（３名）は任期満了となります。
　つきましては、社外監査役２名を含む監査役３名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案については監査役の同意を得ております。
　監査役候補者は、つぎのとおりであります。
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候補者
番 号

ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

２

新任

社外

独立

たき

瀧
 

　 
がわ

川
 

　
 

 
こう

功
（1963年７月19日）

(男性)

1986年４月 株式会社東京銀行（現株式会社三
菱UFJ銀行）入行

2007年２月 兼松株式会社（出向）経営企画室
長

2009年７月 株式会社三菱東京UFJ銀行（現株
式会社三菱UFJ銀行）サンフラン
シスコ支店長

2012年１月 同行　パリ支店長
2017年１月 株式会社永谷園ホールディングス　

海外事業部部長
2020年４月 サラヤ株式会社　海外事業本部ア

フリカ開発室部長
2023年６月 Bamboo Airways（ベトナム・

ハノイ）執行役員
2024年７月 株式会社タキガワアンドアソシエ

イツ　代表取締役社長（現任）

－

【監査役候補者とした理由】
　瀧川功氏を監査役候補者とした理由は、長年にわたって金融機関における豊富な業務経験と
知識を有しております。社外監査役として職務を適切に遂行できると判断し、社外監査役とし
て選任をお願いするものであります。
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ふ 　 り 　 が 　 な

氏　　　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

３

新任

社外

独立

あま

天
 

　 
の

野
 

　 
まさ

正　 
お

男
（1974年９月11日）

(男性)

2004年11月 司法試験　合格
2006年10月 弁護士登録
2006年10月  山本安志法律事務所　入所
2014年７月 港北総合法律事務所設立　代表
　　　　　　　（現任）

－

【監査役候補者とした理由】
　天野正男氏を監査役候補者とした理由は、弁護士として法務実務における高い専門性を有
し、実務経験上監査を行う能力・識見に基づき、コンプライアンスの観点から当社の監査体制
の強化に貢献いただけると判断し、社外監査役として選任をお願いするものであります。な
お、同氏は社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありませんが、上記
の理由により、社外監査役としてその職務を適切に遂行できると判断しております。

（注）1．瀧川功氏及び天野正男氏は、新任の社外監査役候補者であります。
 2．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
 3．瀧川功氏及び天野正男氏の選任が承認された場合、当社は各氏との間で、会社法第427条第１項

及び定款の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定で
あります。なお、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低
責任限度額といたします。

 4．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保険契約を
締結しており、当社取締役を含む被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を当該保険契約によっ
て塡補することとしております（ただし、被保険者による犯罪行為に起因する損害賠償金等を除
く）。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。ま
た、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

 5．瀧川功氏及び天野正男氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、独
立役員として同取引所に届け出る予定であります。

以　上
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会場：東京都中央区日本橋蛎殻町2-1-1
ロイヤルパークホテル東京日本橋(有明の間)
電話03-3667-1111

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

至上野 至新宿

浜町駅 高速
６号
線 都営新宿線

都営
浅草
線

半蔵門線

東西線日比谷線

高速９号線

東京シティ
エアターミナル

Ａ5 Ａ3

Ａ1

Ａ2

新大
橋通
り

高
速
１
号
線

人
形
町
駅

水
天
宮
前
駅

茅
場
町
駅

清
洲
橋
通
り

明
治
座 隅

田
川

清
洲
橋

水
天
宮

東京証券
取引所

ロイヤル
パークホテル
ロイヤル
パークホテル

交通　東京メトロ半蔵門線「水天宮前」駅に直結（4番出口）
東京メトロ日比谷線「人形町」駅より徒歩約5分（A2出口）
都営浅草線「人形町」駅より徒歩約8分（A3出口）
（注）駐車場のご用意がございませんので、お車でのご来場はご遠慮願います。


